
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

●関連施策 

（家庭ごみ） ・18 年 10 月 家庭ごみ有料指定袋制導入 

       ・19 年 10 月 プラスチック製容器包装分別収集全市拡大 

（事業ごみ） ・20 年 4 月  業者収集ごみ搬入手数料引上げ（H26 年度までに段階的に引上げ） 

・21 年 10 月 告示産廃受入停止（石膏ボードなど） 

・22 年 6 月  業者収集ごみの透明袋による排出義務化 

       マンションごみの透明袋による排出義務化 
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京都市のごみ量（市受入量）の推移 
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この約４０年間で急激にごみ量が増加 

今から４０年

前の昭和４０

年代と同等の

水準までごみ

量を削減 

％
以
上
削
減
に
挑
戦

50 

２０年前 

(昭和６３年度)

６５万トン

ピーク 

(平成１２年度)

８２万トン

最終目標 

(平成３２年度)

３９万トン

現 在 

(平成２２年度)

４９.８万トン

中間目標 

(平成２７年度) 

４７万トン 

 ６０年前 

(昭和２３年度) 

３万トン 

万
ト
ン
を
切
る 

50 

初
め
て 

 ４０年前 

(昭和４３年度) 

４５万トン 

参考


